
ト ピ ッ ク ス 297 

---彊圏・

ア ルゼ ン テ ィ ン に お け る 植物 ウ イ ル ス病研究 と

JICA ブP ロ ジ ェ ク ト

援助対象 と す る 国の 国 力 を 測 る 一つ の 「切 り 口 」 は そ

の国 の経済発展の度 合 い か ら 判断す る 場合が多 い。 こ の

視点か ら 戦前 ・ 戦後 を通 し て世界の現状を 見 る と ， 先進

国 か ら 発展途上国へ， そ の逆 に ， 発展途上国か ら 先進国

へ と 変貌 し た 国 があ る 。 例 え ば， 前者の良い例 と し て ，

ア ノレ ゼ ン テ ィ ン， 後者の代表的な例 と し て 日 本が し ば し

ば挙げ ら れ る 。 そ の ア /ルレ ゼゼ、 ン テ イ ン で

た め に l凹99兜8 年 2 月 �20∞0叩0 年 2 月 ま でで‘の 2 年間 を 過 ご し

た。 そ こ でア Jレ ゼ ン テ ィ ン農業 と JICA プ ロ ジ ェ ク ト 活

動 (植物 ウ イ ル ス 研究) の一端 を ご紹介す る 意味で本小

文 を書 い た 。

ア ル ゼ ン テ ィ ン は ア メ リ カ と 同様 に移民で成 り 立 っ た

国であ り ， そ し て， 現代 に お い て も 数少な い世界の食糧

輸出国の 一 つ であ る 。 日 本政府 (国際協力事業団 (段林

水産省) ) は 1995 年か ら 2000 年 ま で の 5 年間， ア ル ゼ

ン テ ィ ン政府の農業技術協力 の 要諮 を 受 け て ， ア ノレ ゼ ン

テ ィ ン の古都 コ jレ ド パ に あ る 国立植物病理学 ・ 植物生理

学研究所 (INTA -IFFIVE) での植物 ウ イ /レ ス の研究 を

支援 し た 。 96 年 の 統計 に よ れ ば， ア ル ゼ ン テ ィ ン の 人

口 は 3 ， 458 万 7 千人で， そ の大半が ブエ ノ ス ア イ レ ス 首

都， プエ ノ ス ア イ レ ス 州， コ ル ド パ州， サ ン タ ・ フ ェ

州， エ ン ト レ ・ リ オ ス 州 な ど中央の パ ン パ に 集 中 し て い

る 。 そ し て ， 良業人 口 は 1 0 . 8%， GNP は プ ロ ジ ェ ク 卜

が開始 さ れ た 年 に は 8 ， 030 US$， 成人の非識字率 は 4%

で， 2002 年 に は ア ジ ア に お け る タ イ や マ レ ー シ ア と 同

様 に 発展中進国の仲間入 り が予定 さ れて い る 。 ま た ， ア

ル ゼ ン テ ィ ン は チ リ と と も に南米大陸の南部 に位置 し ，

国土面積 276 万 7 千 km2 で 日 本 の 国 土 の 7 . 32 倍， ア メ

リ カ の 1/3 の大 き さ を も っ ， ア ル ゼ ン テ ィ ン の耕地可能

な面積 は 2 ， 500 万 ha で， 国土の約 1 / 1 1， 穀物栽培面積

は 220 万 ha で耕地可能 な面積の さ ら に 1 / 1 1 で， 今後，

耕地への変換が可能 な大 き な 国土 を も っ世界で も 屈指の

農業国であ る 。 農業生産性の 一 つ の 目安であ る 穀物栽培

面積 を 国民一人当 た り の広 さ で見 る と ， ア ル ゼ ン テ ィ ン

は 62 . 46 ha， 日 本 は わ ずか に 3 . 25 ha で あ る 。 大雑抱な
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話であ る が， 農家 l 戸当 た り の 栽培面積 を 見 る と ， プ ロ

ジ ェ ク ト が行わ れた ア ノレ ゼ ン テ ィ ン 農業 の 中 心地 コ Jレ ド

パ州 で小農 と い わ れ る 良家 の 栽培面積 は ほ ぽ 300 ha， 

中農で 700�800 ha， 大践 と い わ れ る 農家 は 1 ， 500 ha 以

上 と い わ れ て い る 。 こ の よ う な数字か ら 考 え て い た だ け

れ ば， プ ロ ジ ェ ク 卜 を行 っ た コ /レ ド、 パ州 の農業の規模 と

農業形態 は ど の よ う な状況で あ る か， そ し て ， こ の よ う

な大規模農業の 中 に お け る 農業研究技術協力 が ア ル ゼ ン

テ ィ ン農業の 中 で どの よ う な位置付 け に な る であ ろ う か

は， 読者 に は容易 に ご理解い た だ け る であ ろ う 。

ま た ， ア ル ゼ ン テ ィ ン の 農業生産物 の 貿 易 額 を 見 れ

ば， 農業の位置付 け と プ ロ ジ ェ ク ト の役割が容易 に お わ

か り い た だ け る で あ ろ う 。 1997 年 の ア ノレ ゼ ン テ ィ ン 政

府の統計資料か ら そ の状況 を 見 て み よ う 。 そ の年の ア ル

ゼ ン テ ィ ン の輸 出 総額 は 56 億 7 ， 900 万 US$ で あ っ た。

そ の 内訳を輸 出 分野別 に 見 る と 油脂分野 ( ダ イ ズ， ヒ マ

ワ リ ， オ リ ー プ， ホ ホ パ等 ) が 18 . 0%， 穀 物 分 野 ( ト

ウ モ ロ コ シ， コ ム ギ， 米 等) が 12 . 6%， 園 芸 分 野 (果

樹， 花 き 等) が 4 . 9%， 林業分野 (パノレ プ， 木材等) が

2 . 0%， タ バ コ 産業が 0 . 8%， 畜産分野が 8 . 5%， 漁業分

野 が 3 . 9% で 農 林 水 産 業 全 体 の 輸 出 額 は 輸 出 総額 の

50 . 7% を 占 め ， ア ノレ ゼ ン テ ィ ン輸出総額の 1/2 以上 を 農

業分野の一次産品の輸出 で 占 め て い る 。 ち な み に石油関

連分野が 12 . 5%， 自 動車関連産業分野が 1 2 . 0% で あ り ，

農業が主要産業であ る こ と がお わ か り い た だ け た で あ ろ

う 。 次 に ， 輸出総額の 50 . 6% を 占 め る 農産物輸 出 の 中

の穀物輸出量 を 1990 年か ら 97 年度で見 る と ， 穀物聞 の

輸 出♀の比率 は年度 に よ っ て 大 き く 奥 な る 。 例 え ば， ト

ウ モ ロ コ シ は， 90 年 に は 全穀物輸 出 量 の 2 1 % で あ っ た

が， 95 年 は 36%， 96 年 は 42 . 9%， 97 年 は 5l . 3% と 年

ご と に増加 し た 。 他方， コ ム ギ の 輸 出 量 は 90 年 で全穀

物輸 出 量 の 42 . 2%， 95 年 で 40 . 6% ， 96 年 に は 32 6%

と や や 減少 し た も の の， 97 年 に は 40 . 7% と 回復 し ， 毎

年 コ ン ス タ ン ト に輸出 し て い る 。 ア ノレ ゼ ン テ ィ ン と は こ

の よ う な国であ る 。

話は変わ る が， 近年の南米操業の特徴 は ダ イ ズ栽培 に

見 る こ と がで き る 。 ダ イ ズ の 世界的需要の増加か ら ブ ラ

ジ /レ ・ ア /レ ゼ ン テ イ ン ・ パ ラ グ ア イ な ど南米諸国で栽培
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面積が急激 に 上昇 し ， そ の生産量 と 輸出量 は拡大の一途
を 示 し て い る 。 こ の よ う に ， ダイ ズ の世界的 な需要の増
加 は ア ル ゼ ン テ ィ ン で は ア メ リ カ 同様 に ト ウ モ ロ コ シ栽
培地帯がダイ ズ栽培地帯へ と 置換 さ れ て お り ， コ ル ド パ
州 に お い て も 1999 年度 の ダ イ ズ 栽培面積 は 前 年 比 で
17% も ト ウ モ ロ コ シ栽培か ら ダイ ズ栽培へ と 代わ っ た と
2000 年 1 月 の段階で現地の新聞 は報 じ て い た 。 さ ら に ，
ア ル ゼ ン テ ィ ン に お け る 除草剤耐性の遺伝子組換 え ダイ

ズ の栽培面積 は 欧州| や 日 本の遺伝子組換 え 作物 に対す る
社会的問題 と は別個 に農業経営の立場か ら 急激 に 栽培面
積 の 増加 を 示 し て お り ， 1998 年度 の ア ル ゼ ン テ ィ ン に
お け る 遺伝子組換 え ダ イ ズ の栽培面積 は前年比で全 ダイ
ズ栽培面積の 78% に も 達 し た と 新聞 は 報 じ て い た 。 遺

伝子組換 え ト ウ モ ロ コ シ の場合 も 同様 に増加傾向 に あ る
が， 何 と い っ て も 組換 え ダ イ ズ の場合 は 3�4 回 自 家採

種が可能で あ る た め に ア ルゼ ン テ ィ ン で は 経済的理由 か

ら 栽培面積が甚大 し て い る と 栽培農家 は い っ て い た 。 こ
の よ う な背景 の 中 で， 筆者 ら の プ ロ ジ ェ ク ト は ア ル ゼ ン
テ ィ ン の 主要作物 と い わ れ る ト ウ モ ロ コ シ， ダイ ズ， ヒ
マ ワ リ ， ト マ ト の 主要 ウ イ ル ス 病 を対象 に研究技術援助
を行 っ た 。 実際の技術援助 の 主 な 内容 は ， 各作物で問題
と な っ て い る ウ イ ル ス 病の診断同定技術 を確立す る た め
に ， 各 ウ イ ル ス の分離 ・ 同定 を 行 う と と も に 抗血清 を作
成 す る こ と で あ っ た 。 次 に ， 抵抗性 品 種 の 選抜 と 開 発

(育種) を 含 め た ウ イ ル ス 病防除の基礎 を 構築す る こ と

であ っ た 。
一般 に ， 技術援助 と い っ て も ， そ の 内容 と 協力 レベル

は 対 象 国 の 状況， 技術移転対象 者 の カ ウ ン タ ー パ ー ト
(研究員) の 資質， そ れ に 派遣専門家 の 資質 と 指導力 に
左右 さ れ る こ と は 当然であ る が， 本 プ ロ ジ ェ ク ト の大 き
な 目 標 は 植物 ウ イ ル ス と い う 日 本 の ODA 事業 に し て

は， ほ か の プ ロ ジ ェ ク ト に類 を 見 な い ほ ど限定 さ れた ご
く 小 さ な研究分野 を 通 し て ， カ ウ ン タ ー パ ー ト の研究資
質 の 向上 を 図 り な が ら ， IFFIVE の研究環境の整備 と 研
究者 の資質の 向上， そ し て ， ア ル ゼ ン テ ィ ン に お け る 当
該分野の研究 レ ベ ル の 向上 を 図 る こ と で あ っ た 。

以下， プ ロ ジ ェ ク ト 成果の概略 を ご く 簡単 に 述 べ る
が， 紙数の 関係で研究内容の詳細 は述べ ら れな い。 し た
が っ て ， そ の詳細 は プ ロ ジ ェ ク ト 成果報告書 (JICA) ， 
あ る い は 既 報 の 論 文 や， 今 後 IFFIVE ま た は 専 門 家
(字杉氏 (現 農研セ ) = ト ウ モ ロ コ シ ・ ダ イ ズ を 担 当 ，
匠原氏 (現 日 植防) = ヒ マ ワ リ ・ ト マ ト を担当) が公表
す る であ ろ う 論文 を参考 に し て い た だ き た い。 こ こ で は
本 プ ロ ジ ェ ク ト の 中 心課題で あ っ た ト ウ モ ロ コ シ の リ
オ ・ ク ワ ル ト 病な ど の 問題 と 関連 し た プ ロ ジ ェ ク ト 成果

に つ い て 簡単 に 紹介す る こ と に す る 。 リ オ ・ ク ワ ル ト 病
は 1980 年代 の 前半 に コ ル ド パ州 の 西南部 ( コ ル ド パ か
ら 250 km) の リ オ ・ ク ワ ル ト 市 の ト ウ モ コ コ シ 圃 場 で
最初 に発見 さ れ， 地名が そ の ま ま 病名 と し た ウ イ ル ス 病
で， 80 x 55 nm の 球形 ウ イ ル ス ， セ グ メ ン ト は 1 0 本 の
RNA ウ イ ル ス ， ウ イ ル ス は ウ ン カ (DelPhacodes kus
che!i) が媒介す る Fijivirus グ ル ー プ に 属 す る 。 寄 主 植
物 は 主 と し て 2 科 18 属 27 種の イ ネ 科植物 に 寄生 す る ウ
イ ル ス 病で， 近年， そ の発生 は ア ル ゼ ン テ ィ ン に 止 ま ら
ず ウ ル グ ア イ で も 発生が確認 さ れた 。 さ ら に ， ブ ラ ジ ル
南部 に も 発生が認め ら れて い る が， 公式 に は 報告 さ れて
い な い。 媒介昆 虫 の D. kuscheli は ト ウ モ ロ コ シ で は 実
験的 に媒介昆虫 の 生涯 を 通 し て 飼育がで き ず， ど う や ら
主 な食餌植物 は コ ム ギ ・ エ ン バ ク な ど の作物や イ ネ 科雑

草で， こ れ ら の植物か ら 容易 に 採集で き る こ と な どが明
ら か に さ れ， し だ い に 本 ウ イ ル ス 病 の生態学的研究成果
が得 ら れ始 め た 。 そ れ に よ る と ， 本病 は冬期 に イ ネ 科雑

草や牧場の家畜飼料用 ム ギ類 な ど に 感染， 春季， こ こ で
大量 に 発生 し た 幼虫が ウ イ ル ス を保護 し ， 夏期 ( l l�12
月 ) に発芽後間 も な い ト ウ モ ロ コ シ畑 に 飛来， 大 き な被
害 を も た ら す も の と 推測 さ れ る 。 し か し ， 1997 年 頃 か
ら 導入 さ れた耐病性品種の普及で本病の発生 は ， 現在の
と こ ろ ， 鎮静化 の 方 向 に あ る が， 家畜や畜産製品 と の 関
連か ら 農薬 (殺虫剤 な ど) の使用 は 困難であ る な ど泣 き
所 も 多 く ， 本病の 防除法の確立 は ど う し て も ウ イ ル ス の
基礎研究 に基づい た 防除法の確立 (抵抗性品種な ど) が
求め ら れて い る o

次 に ， 南米諸国 に お け る 植物 ウ イ ル ス 病で， 今後， 重
要 と な る と 思わ れ る 病害 に ジ ェ ミ ニ ウ イ ル ス が起因す る

病害があ る 。 ア ル ゼ ン テ ィ ン に お い て も ， ト マ ト ， ダ イ
ズ な ど多 く の 農作物 に 被害が多 い が， こ れ ら ウ イ ル ス 病
聞の相互関係 は 全 く 解明 さ れて い な い し ， 防除法 も 確立
さ れて い な い。

ト マ ト の ぺ ス テ ネ グ ラ 病 (Tospovirus) も ア ル ゼ ン
テ ィ ン で は大 き な被害 を も た ら す ウ イ ル ス 病であ る が，

し ょ く
幸 い ， IFFIVE で耐病性や抵抗性 品種 の 育成 に 燭 光 が
見だ さ れ， 品種改良 の基礎が構築 さ れつ つ あ る 。 ま た ，
ヒ マ ワ り で は 新 ウ イ ル ス 病 と し て 「退緑斑紋 モ ザ イ ク
病」 を 分離 ・ 同 定 し ， こ れ を 公表 し た 。 一般 に ， ]ICA 
プ ロ ジ ェ ク ト (ODA 事業) は 本 来 「人造 り 」 が 中 心 に

置かれて い る は ずで あ る が， し ば し ば研究 ・ 教育 プ ロ ジ
ェ ク ト で は 「人作 り j と 「研究の成果」 と が混 同 さ れ，
プ ロ ジ ェ ク ト 成果 と し て 「人作 り J が困難 な場面 (原因
は種々 あ る ) で は ど う し て も 「研究成果」 を 求 め る 方向
に専門家の指導が流 さ れや す い の で， こ の種の プ ロ ジ ェ
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ク ト で は 注意 を 要す る と こ ろ で あ る 。 こ の よ う な こ と を
念頭 に 置 い て ， 本 プ ロ ジ ェ ク ト の 「人作 り 」 と は ， つ ま

り ， 具体的 に は 「研究論文数の増加 と 学位論文 の作成」
に重点 を 置 く よ う に 心掛 け ， そ れ に必要な研究の技術移
転 を 行 っ た 。 そ の 結果， 研究所 の 年々 の 論 文 数 は 漸増
し， プ ロ ジ ェ ク ト 終了 時点 で は 一 つ の成果 と し て期間中

に 12 名 の 研究員 が博士号 を 取得， 19 名 が論文審査 を 待

機中であ っ た 。
いずれに し て も ， プ ロ ジ ェ ク ト 成果 の評価 は 5 年， 10 

年後 に 一般社会か ら 客観的 に 下 さ れ る も の で あ り ， 終了

(34 ペ ー ジ の続 き )

時点 でプロ ジ ェ ク ト 成果 を評価す る こ と は誠 に難 し い 問
題であ る 。 話 し は少 し そ れ る が， 我 が 園 の ODA 事業 の
中 で植物保護関連 の プ ロ ジ ェ ク ト は過去い く つ も 実施 さ
れ大 き な成果 を 上 げて き た 。 そ し て ， 今後 も こ の 分野の
プ ロ ジ ェ ク ト が 実 施 さ れ て 行 く で あ ろ う 。 そ こ で，

ODA 事業 の 中 で作物保護分野 を さ ら に 生 か し て い く た
め に も ， 当該分野の 中 に ， 客観的 な評価 を行 う 組織 を 構
築 し て お く こ と が今後， 重要 と な る で あ ろ う と 筆者 は 思

っ て い る 。

表 - 1 ジ ク ロ シ メ ツ ト 粒剤 ( デ ラ ウ ス 粒剤)

作物名

稲
(箱育苗)

使用量

育苗箱 (30 x 60 x 3 cm， 使用土嬢約 5 1 )
l 箱 当 た り 50 g

使用方法
ジ ク ロ シ メ ッ ト を含

む農薬の総使用 回数

育苗箱の上か ら 3 回以内

均一 に散布す る I (本 田 期 は 2 回以内)

表 - 2 ジ ク ロ シ メ ッ ト 粉剤 ( デ ラ ウ ス 粉剤 DL)

作物名 使用時期
ジ ク ロ シ メ ッ ト を 含

む農薬の総使用回数

収穫 14 日 前 ま で稲 3 回以内

(本国期 は 2 回以内)

表 - 3 ジ ク ロ シ メ ッ ト 水和剤 ( デ ラ ウ ス フ ロ ア プル)

使用時期
ジ ク ロ シ メ ッ ト を 含

む農薬の総使用回数

収穣 14 目 前 ま で稲 3 回以内

(本田 期 は 2 回以内)

「殺菌剤」
シ モ キ サ ニ ル ・ フ ァ モ キ サ ド ン 水利剤 (12 . 4 . 28) (下

線部が新規化合物)
フ ァ モ キ サ ド ン は， 米 国 デ ュ ポ ン社 に よ り 開発 さ れた

オ キ サ ゾ リ ジ ン ジ オ ン系 の 殺菌剤で あ る 。 作用機作 は，
病原菌の ミ ト コ ン ド リ ア 内 の 電子伝達系 ( チ ト ク ロ ー ム
b お よ び c) を 血害 す る こ と に よ り 殺菌作用 を 示 す と 考
え ら れて い る 。 病原菌の生活史 の 中 で は ， 放出 さ れた遊
走子 に対す る 影響が最 も 大 き し 胞子の発芽お よ び菌糸
の伸長 に対 し て も 阻害作用 を 示 し て い る 。

商品名 : ホ ラ イ ズ ン ド ラ イ フ ロ ア プル
成分 ・ 性状 : 製 剤 は ， 3- ア ニ リ ノ ー5- メ チ ルー5- (4 フ

エ ノ キ シ フ ェ ニ ル) -1 ， 3 -オ キ サ ゾ リ ジ ン ー2 ， 4- ジ オ ン を
22 . 5%及 び シ モ キ サ ニ ル を 30 . 0%含 む 褐色水和性細粒
及 び 微 粒 で あ る 。 純 品 は 白 色 結 品 性 固 体 で， 比 重
(20.C) は 1 . 310， 融 点 は 142 . 4� 143 . 3.C， 蒸 気 圧 は
6 . 4  X 10-7 Pa (20.C) ， 溶 解 度 (g/ l， 20.C) は 水 0 . 1 11

(mg/ l， pH 7) ， n - ヘ キ サ ン 0 . 0476， ア セ ト ニ ト リ ル
125， ア セ ト ン 274， 酢酸 エ チ ル 125， ジ ク ロ ロ メ タ ン
239， ト ル エ ン 13 . 3， メ タ ノ ー ル 10， 1- オ ク タ ノ ー ル
1 .  78 であ る 。 熱 に 対 し て は 250.C ま で は安定で あ り ， ア
ル カ リ に対 し不安定。 光 に は 易分解。

(構造式)

\ .0 ハ グゾぐ γ。1 1  1 1  ノ炉一一N 一一『
、\ ノ\ /人、、 / げ 、\..， / \  〉 、o' v 

a一六、 グ

(39 ペ ー ジ に 続 く )

一一一 37 一一一


